
Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

i70

モ ン テ ッ ソ
〆

ワ者楽教 育観 の 問題 点

　　　　　　　　　　　 広洋 美奈

　　　　　　　　　　　（広島犬学だ ヂ彪）

娃じ副 く

幼児の
・蘇 齲 鳳 ミ 臆 で 「

教科へ の 為 驚 る

t 捉之 らko “
ち で あ った．煮物 手、学校の準備段階ヒ

x”、う羮蚕味閑ご却1 りで
fdi く、モ ン テ・

ソ ソ
ー

リ
ー
耄r豸ミ三教脅

．
二てっ

・
・
て G2 えk 匕 である．そ ／ で 釈 ま託 ンテ ッ ソ

ー

リ教育の音楽に っ ）
・てタ髫察する ぐ ヒ ‘＜ま 7

一
て、幼 尼漠肩

の者棄をど 〜まで意義ヴ 嘱 eEvs でぞる炉 を、細

レた、
・
と恩う，

　9 ず、モ ン テ ッ ソ
ー i丿教具の

「

構進ノ匕N の祖 点か ち

で 溺 ．漁 て耆楽の 本魅 嘴歓 て
”th・6 。・i　4 “（，チ ど

6 の 磐達1κ 伴っ穴虐1憶 勾想像r 音楽の想・像々、彳 して

感情の側 面於 ら、そつ看楽教育観を捉え直す必乎があ

る ど思わ n る、

　こ どで 俸、モ ンテッ ソ・一
ノ者楽教育齠の 特徴 に ワ い

て tag　A
“
　．閥題．点を考えて みた L  

工、毛 ン テッ ソ
ー

リ看楽教育観の特欲

　 汽 教 臭 の
「糒造イ匕． に つ ・

・
て

　そ ン テッ ソ
ー「1教具にお い て 、」、5 、 グ ル

ー
ナ
ー

び ア教育の 過程』 の ヂで主張 し淀
r栴進」 砂 重男

乙性が

明確化 されて ）
・
る と恩わn ・9．また、教裔内容を丿衡成

でる中心 乎素が糲 ’（ある原哩 ど レて構造イ匕さん て べ

る。f ビもに、思考 の ため 〜η
一
般 勾性質、基本的観念

を、惑覚運動
一全人麟 亨教具 助 榊

・ わ ワの蓄痴 丶

ら護得す6 。集中現 象K よる覚醒 轡 岶 夕釈序の 確 i で

わり、棚念形成へ E 至 る、この 〜ど 尽 、「

鞴 」 を肉

面化 する 〜 と e〈　xF 　7 て 、人蘭の本質である細承能力を

引昏出寸聚見学習である。まt〈、自己活動の 手段で も

ある．彼一ifv7，

「

恩考丿 の 捉 えオ K 基ブ ¢ てigiる t ，

具鱗   音楽行動へ ど 分岐する以煎の基本操作が抽象

イbの 原点、と レ
．
て癒 照 され．て   （ る 、　t い う　こ どで？）るn

〜の こ ヒ可陀鬼然 と者、時聞、　空尸鴫を内面貯区婚 イ匕し、
厂肉体化」 を促進 する t と に 窄る．
−C・ン テ ツ ソ

ー− F
ノの音楽欧 静粛切練習C（−te・ま　6　．そ

レて、者響と騒音の 識刷 、段階殉な音の 類似 へ の 樗近

1（進み 、感覚教具 κ共通 の梼造 仙 （沿 っ て 覦 さ ル て

・・＜。教少
tif

　v 　i 行研蒄 の 宇で老森貞子邸 ‡、
尸
モ ン

テ ッ ソー

丿つ功 愚教育レて学訳幻扈の看
一
楽行敢 』 の 中で

日粧 瀧 並短 て知 フ孀 繍 練勧 てお い て静論

確タ す9et が 、t ンテ ッ ソ
ー

リ音秉教 脅の本質噌内

容であ る匕述 へ警 Ψ る 。そ範 博、惑覚教翼の稚音觜、

音愚 ／ベノレへ と 縮 く、

　2 、毛 ン テ・
ソ ソ

ー
ワの 幼 旭音楽教育の 肉容

　（1）者階
一
楽諸切 詬 み 才 、　（2 ）長音階、　 fJ ） リ

ズ幼 創縅 、 ‘イ）動 ．　P〈Of類M るt

者憩へ
・
tレで 例 齢 ル る よ う 匹 P ：Npてする 、at

段階づ ける 、Sl 分類する t “
・う論理勾恩考の 基本採

柄 哘 わ 粘る．ぞ卯 て物 基本聊 特’陛は、性質の孤

立 伯 、誤 吻 自己訂 正 で あ ワ、箔称練習がよくre　vn ら

扎ろ．

CI）音階一楽諸つ訖み 才Pて ワ い て

　菱i形 の 音符の利闍、図形譜で、自ら音階をイ鶴 せ る

例え バ L 同 じ
1
ノズ ム の 6の を対κ レ 、者卯 商低 κ よ 7

て段階ゲ er，・1廊 を各々 〃 ヒ ま と ま り雌 類すろ と い

う｛・の て
tt
あ る．

（2 ）長者階

　船 まる者 1約 痢 って｛者階衵互 の 看程 は変わ ら望 、
・

ez2 教えるため 依 白黒k〈塗り分 け峨 疫 Z オ クタ

ーブの 角柱 を用 い る．音歯姻 出 しrrワ認識 ほ ワす

る 〜ど を手 k
”
to（で きる 」うt（す6教具 ヒ して 、一拡

縁が あ る，長者階e〈与 え ら移 t〈旋律は、様ぐ な調 で繰

り返 fM ノる．　そ才しを聴 ・

ぎ、糸莱ワ遍 レ、っ く ワ上 げヤ い

る者を観祭 すろ 〜とで聴・カの練、習をする こ と 1〈　
ts る．

〜の 訓級 は、旋律を理 解する出港 点で あ る．調の 認識

及 ひ
』1
準備教 育に 黎6 ど君え た．

　CS） 1
ノズム 司 訓練

　成功 し汽富り線 の
．
〉ちの か 匕 っ 讎 、　矛 k

’
髫t（歩く の を

教 え．る一助 ど レて 考え ら名し／ヒ
「

線 上 歩 ぞ，丿
・
て
“
イうる ．運

蜘教 育の 訓練ど して だが
’
．ど 的 目的 応、乎衡 を与定さ

せ、直劃 的 身の 博 し、自由て確実望運 動を教 え る ζ

ビで あ T た，モ ン テ ッ ソ
’

リと エ ミ
ー

／レ
’ジヤ ッ ク 丶

グ ！レ“ V −一
ズ ，瓦 邑 バ

ー
ネ。 トは ．幼 欄 の音k

教育レて お い
．
て　ri

ス
い
A 白會7乎τべ幸＃Prvi

’
重羹客て

L
あ る ど確イ言し

て v・　ft、そ 秒 P4、精神運動 の 活動を通 して 起 ど 6 本箕

白罅 学習が非
’k　e（多 wvSf

．
あ る。

　t ン ラ
．

ッ ソー 1メ ソッ ド副 ノズ
1
ミ 初 雄 違勤鳳 線

上 歩 きV＞ らas展 し友 th
　 7 の 音衆摺導看 で あ る マ

ッ ケ Pt

−　＝ t峙・子 ど fv　t（ ビ ア 丿者楽 に 合 わ ぜ て歩v ＞せ耀 め た．

そκ φ ら、彼 ヤ 桝沢め た テ ン ポ κ 合 わ せ る の で
’
あ る 、

その線習 の 藻 η遍 しで 、逸合 の 原 理 が生 び檄 6 。音

一 34C ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

楽へ の 運蜘 継続 蜘 通会 純 3 れ如 子 ピ 伽 てお V

て 説明さ れノ6 ．を らeて手 ピ う綜 、絛 篋 倉・わせ て線上

95 く と ぞ 濃 器を奏 する よ う‘て な6 ．そ 角 eue 　！．

拍 チの 手 ヒ まりを 示す こ ど き学載 そ して抑錫．ダイ

ナ ミ クス （動’陛）、雰1瀏気を感し取 る よづ矗て 挈6 ，イ囲

人的差．異応あ る 右 di　y〕、　〉
丶く ち一etSflag聞 二ま持続 レ、同

レ音楽リス
い
ム が続く と最緬 7に 囚へ それ、κ惑じぐ

フ
すく

望る。孑
一
ビ適博自穂的 に 、レ枦 渉調粐 して動 く 〜 ど κ

ま．て 、リズ云 を自分の 解釈S（基ブ v 〈演出 レ 鬱の 6

孑
一
ど e・　v］脅楽貯惑情の創造 綜、教師自牙の 惑情や漁疼

の 正確 f　deて船 〃
丶

ッ て v
・9 ，どの 行動 て つ い て 、毛 ン テ

ヅ ソ
ー1

ノ峙于 ビ｛の 繍 の
一例 ど レ て グ汐フ κ 表ニレて

〉
・る。何度う超伏 の あ る状 態か ら正 常イb 、糲神め釈庁

イ幽 と鮃 う．っ まO，粗辮 状艦 紐 の 状慰 他

入を考慮レて繊細κ1蜘く、と麟 レ
「
て い く り て

’i　る ．

〜の リス
“
ム緻 を遍 レて 、同 じ ワズ ム 砂 ｛，iつ を 尸 1飼り

｝て レ渚 嫡 働 （幽 て 昭 段階朔 冫、・櫛 婦 々

か とまとまりレて、∫ ‘分類）
・
する ご どが で きる」 うκ ｛r

る，爽第K 音の 形態腋 え る ご ピ 峰 左忌を向け、そル

越拍子一塾準切 差冥｝て対する闖孫 を支え て vge ど を

弩 扈ず多 b 動き1て、一音階2歌うと どがカ¢ わ る．その敏

偲期 麻、3 才炉 ら8才 鷺
1
ある e

〔4 ）動 孝

　者棄リズ ム 反応 を基礎 匕 し、〜牘神ど肉イ本の 調和 を 図

駅 正 し）
’判断力、速や炉 望兼断力 を養い

、
正 レ）・記

億力と 反応 衡 螺 表現 力を島 てフ ’プさせ よ 牝 ・
・づ

考え一？で
’
thる．　リズ

幽
ム を経験する 〜 と SS、時間、空閥

力di　」 っ の 闕係を確立
’
する 〜 ヒで thる s

　 エ ・ノス
・ブ ラウい バ

ー
ネッ ts　e’4r、　 Pt・z 　y テッ ソ

ー

リ者粢』 ヒ して、 rJ　K
”
A 　ta　kを編集したc 民謡が取 り

上 げら扎て v るの 辞、リX
“
ム 司竹徴 ，表現の 首磐種 、

単紀性の たあ で あ6 。そ レて、子 ど モが動 く e どが で

忽 色々鋤 ぞ 1樋 した幾っ や の リス「ム κ よ 。 て 分類

fれ〆て 》
・
る e

工、そ ン テ ッ ソ
1

リ音粢教育翻 の闇題点

　！、幼 snVl・者楽教育を、怒覚教育欠 肉包 され・る惑覚

　　運動 匕 い う視点で
1
の み捉 え て い ろ。

　そル峙、教具ヒ燃 が 幹 わ りを重槐 した ため 、 厂操イ乍

移 〜 t1 　C・て固魏 レて い る桝 で 1す郁 ・炉 蝿 わ 漏 ．

　2 、理念 と して 博、者楽の 本贇勾特徴 である、抽象

　 性 、運動性、崎聞棋を捉え て い る が 、実践 〃てお い

　　鮒 詆 本梯作、 訓練 の櫛 て と tr
』
等 ，て い る．

　音楽の 細象椎 付、存在の ＃ 方 ，表現 の仕 才κ あ り、

音楽音め 若っ 御巻は象伽 乍用であ る．享受耆 匕 して の

ffど冨 ぽ 、混池 と レた体験酔 今そつ 差異を孜「ら々 ）の 形

で
・
表出 し」 うど する e そ ヒで 、運動 σ

Y呈 示 さ れ〆る。運

動’陛と二 国こ、　象徴肉魯フご覇 と し
一
て三5乞象一

する ど v、う 〜 と

で
’
e6 ．毛 ン テ ッ V − ・

ノの 看え を棚 dgk ，者勧

本質ど して 捉え飾 畷 ’て 、惑覚運動を 通 して 運動 と し

てつ現象を感碍 させ よ う ヒ考 え 疫 の で は タ い 船 と 思わ

札 6。時
・
聞性 どに、音楽が貯聞芸術で

’
あ ワL 実鱒 時

聞だゆ丁桝意味望6一
フ ヒニい つ〜　ヒ：て

L
あ る 。　さら レて 、　自彡

徭11
還 レて V ・く蒔聞が あ る．そ して 、ある鏃 鯉 砂基

礎鰯 つ ．梅 ｝．　 ・J・1
’
ム の鋤 性 と … 撞 帥幅 の と

質的 マうの ヒ 桝 ぶ
『
つ 炉 ワ合 う頌域が、者楽曽時閥 をζ創

：造サろ場で ある ．しか レ彼ケ rη場診 、音蒹の構成尋索

を断片的κ 体得ざ せ る 指導云 prtw レて い る ま つレて 忍

わ 仙 る ，そ レて 、音案的好聞 皇剃造する ≧ と と レて は

考え il　M）て い 乍 い ．前述 幻 （4♪蜘 寺応 、惑覚：運動を

通 レて リズ A バ ク
ー

ン を様 々マ苗の 中κ 感受する こ t

で あ 多 ．）k　v〈e ど ％は、參者飛構成孕素2 一度肉面化

レ 、 そ御
｝ ら r 肉体仙

一表出す巧．私vs
’
tS／卑聞、

日木 モ γ テ ッ ソ
ー

リ協会所漏 の 幻稚 園て
幽
切 実践ま試み

麦維果、孑
・
ど｛持単犂る憩覚運動か ら〉定第〃て各々 の ワ

ズん 輔 嚇 角 差翼を理解する K うκ マ ツ焦 81 てそ

抽 い、自己表現、捌老 首シ表冤 と律る。 〜 乃侭、広い 意

味で の 思考活動で
．
h る．毛 ン テッ ソ

ー
ソ応、そ の 思考

活動∫ 〈
“
を乎．g し望炉 った u

　3 、音棄の 想像ウー滄・」老 的想像司9a7 が 三狭・
・，

　者衆脅 想像力に、惑情の 想勳 の タイプで わ る．e

の点K つ い て 、・先駆輸研究を成 レ たテオド
ー

ル
・

リボ
广

に 、知鯨要因遙 ワ｛’構動卯夢因 を強調 レ、子 どVn
想像力 b

−
（フ い て 述 へ

層
て い る．

　モ ン チ ッ ソ
ー

リ侭、劇 ：造的想像1ま亭実の齷察κ基づ

く 毛 の だ と 考え、音乗の 想像ガ陣、芸術家の 卓越 しf〈

囎覚1て よると レ左．幼旭に フ い て 億 ，循紳貉遅  甦も

炉 ら脱幽す9 自帑的マ努切 て よ。 て禽造 ’て至 る善のだ

ど し た．そ して 、チ ど がつ想擲力 巧 棔逓 を孝慮〃て入 rc

掌く1丶 た と 思われ〆 る．

　＃
、 音楽4）感’盾ど つ 密接官関：遊を尼逃 レて い る ．

　モ ン t ・v ソ
ー

リに 矧 生螳 視するあま広 惑椿

僑緒を理椎 肝 餌 協 6 へ
・
孝 f〈

19

考z ／〜．集彪豚 κ

sgE 醒 の 繰ワ返 し e（S 。て 鴕 辭 Jて紫 る ど い 愚

情朔 状態を考慮t（ 入it　t¢ 　V　
＞
n 穴，と の点p（ぢ い て 、幼

君期切
・
音楽教r育κ お ける艦 点炉指摘さ 江 る ビ 恩づ．

者棄廟 我 へ の糊近性 を彡ワ ん 膨 て 済 吻 流榔 撼 情

に照応 す6b 彳庭ケに 、美砂 惑梼 1てよ 引 青動砂牟言語 と

レて提 え る 〜 とが て
’』
き　

tS
　Viワf〈 ．こ ど κ 想覚教 育の 畷

界が 示啌さ れ、る ヒ思わ ル る，

一 341一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


